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1. 1960・70 年代の韓国社会 
(1)1960 年代の韓国社会状況 
(2)1970 年代の韓国社会状況 








2. 1960 年代の映画政策とその影響 
(1)第 1 次、第 2 次改定映画法 
(2)映画法による産業や作品への影響 
3. 映画法の二面性を体現する二作品 
(1)『7 人の女捕虜』(イ・マニ監督、1965 年) 
(2)『八道江山』(ペ・ソクイン監督、1967 年) 
4. 本章のまとめ 










































 第二章では、朴正熙が政権を握った 1961 年から、暗殺される 1979 年までの社会背景を、






















 第四章では、1970 年代を暗黒期とする今日の言説と、1960・70 年代当時の映画を取り
巻く新聞や雑誌の言説を比較することによって、両者の間の齟齬と暗黒期言説成立の背景





金期とされる 1960 年代からの朴政権による恒常的な措置であり、その意味で 1960 年代黄
金期と1970年代暗黒期という両者の関係は断絶よりもむしろ連続性で語られるべきである
と論じている。 
















































（２）1960 年代と 1970 年代の連続性が浮き彫りにされたことは本論文が高く評価できる























以上から、審査委員会は申請者に対し、本学学位規程第 18 条第 1 項に基づいて「博士(社
会学 立命館大学)」を授与することが適当であると判断する。 
